バニーガール催眠
シナリオ：shinki
[1 - 注意事項.wav]
注意事項です。この音声は成人向けの催眠音声です
聞いてる途中で眠ってしまっても周りに迷惑が掛からない状態でお聞き下さい
また、運転中のご視聴は大変危険ですのでお控え下さい
この音声を聞いて生じた一切のトラブルについて当サークルでは責任を負いかねます
自己責任の範囲でお楽しみ下さい
それでは、本編を開始致します
[2 – 誘惑.wav]
あら♡お客さん、見ない顔ですね…
はい。私、このバーで結構前から働いてるんです。
一緒に…飲みませんか？
あらやだ♡お客さんったら…私の胸元ばっかり見ちゃって…
エッチ何だから♡
うふふ♡何飲みます？

はい？あ、頂いても良いんですか？ありがとうございます。
マスター、梅酒を2杯お願いします。
…
あ、はい。私はいつもバニーですよ♡
似合い…ますかね。
わーい♡良かった…
あ、来ましたね…
それじゃあ今夜はよろしくお願いします。
乾杯♡
ん、んん…ごく、ごく…ごく。
はぁ…やっぱり梅酒は美味しいですね
心がほわっとしちゃう。
ねぇ♡どうせならそこにあるvipルームで飲みましょうよ♡
ん？大丈夫、私のおごりで良いですから♡
どうぞ、こちらへ…

うふふ♡良い部屋でしょう？

ソファ…柔らかい♡
くつろいでください…お伴しますから♡

テーブルの中心に置かれたキャンドルとその光を浴びるお酒…綺麗ですよね…
私の香水…強すぎたりしますか？
よかった…私こういう匂いが好きで
自宅の部屋もラベンダーの香りなんですよ♡
似合ってる？いやいや、私自身はもっと意地悪なはずなんです。
そのうち…分かります♡
うふふ♡お客さんのにやっとした笑顔…いやらしいですよ。
目線を変なところに向けてませんか？

私の身体…そんなに魅力的だと思います？

うふふ♡嬉しいです…

といったところで何もしませんけどね♡

えへ♡

いやん、お客さん…そんなに近づいたらダメです。

うさぎさんには優しくしてくださいな…

もう…

しょうがないですね…

でも条件があります。数十分間私の言葉をずっと聞いて
寝ずに起きたままでいてくれたら
好きなようにしてもいいですよ？

何をするのか？それはですね…

お客さんのことを催眠で思い通りにしちゃうんです。

私以外の女の子に興味が無くなるようにするためです…かね？
ちなみに寝たらその間にドリンクどんどんオーダーしちゃいますから♡

ね、悪い女でしょ？うふふ♡
あ、へらへら笑ってる…起きたままでいられても…
忘れないでください、その時は私の虜にしてあげますから…覚悟して下さいね。
うふふ♡話し合い成立ですね、じゃあしばらく私の指示に従っててください。
催眠に入る準備をします。

いいですか？
始めますね…

[3 – 導入.wav]
まず首の運動をしてください。
そう、首をグルグルと回して…
はい、そういう感じです…
肩をキュって縮めて、筋肉をほぐして下さい…
それを数回繰り返しておいてください。
上半身をひねって身体を反らして下さい。
それじゃあソファの上で横になっていいですよ。

うふふ♡私のことじっと見つめちゃって…
ほら、私の指示通りにしててくれないとダメですよ、ご褒美はあ・と・で♡

指示出しますよ…顔をしかめてください。
そう、梅干しを食べてるのをイメージしてみましょう…
ほら、顔中が緊張してしまう…
はい、リラックスしていいですよ

次は両腕に力を入れてください。

こぶしをグーにしてぎゅっとしてください。

はい、リラックス。
次はお腹…そっと腹筋に力を入れて…

力を抜いていいですよ…

今度はお尻…ぎゅっと引き締めて下さい。
はい、OKですよ。
今度は両脚、太ももからつま先までを緊張させて…

はい、リラックス。

お疲れ様、よくできましたね♡
心拍数上がってますか？
では少し深呼吸して落ち着いてみましょう…
息を吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
はい、呼吸が整いましたね♡
準備OKです。
それでは目を閉じてください。
今から私が言う色で心が染まってるイメージをしてみてください。

赤…情熱の色…
オレンジ…夕焼けの色
黄色…日差しの色
緑…森の色
青…海の色
紫…夜の色
黒…闇の色

目の前が真っ暗になりました。
すると空から白く輝く光が降りてきます。
それはあなたのおでこに優しく触れて、そこからあなたの体の中に染み込んでいきます。

頭から肩へその光は降りてゆく…
右から左へ、光はマッサージをするように疲れを取り除いていきます。

左肩からS字を書くように
お腹の下辺りへと光は体の中を泳いでいく。
お腹の少し下の丹田(たんでん)にたどり着くと、あなたは柔らかい温かさを感じます…

すると光は体全体に広がっていき、体がどんどん軽くなってきます。
宙に浮いてるような心地良さを感じてあなたは気持ちいい。

ここで逆腹式呼吸をしてみます。
通称丹田呼吸法とも呼ばれてる手法で、
普通の腹式呼吸とはお腹の膨らまし方が逆になります。

まず息を吐き切ってください。
そしたらお腹をへこませた状態で息を吸ってください。
その後、今度はお腹を膨らせて、それを維持まま息を吐いてください。
そしたらまたお腹をへこませて同じように繰り返します。
これをしばらく続けましょう…
息を吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
吸ってー
はいて…
肺が酸素で満ちていきます…

空気が美味しい…
酸素を吸っていると気持ちが楽になってゆく
段々身体中の感覚が薄れてゆく…
どんどん力が抜けていきます
今から私は100から1までカウントダウンします
数える度にあなたの心はどんどん落ち着いてきます。
数えてる間、カウントに合わせて目を右に、左に揺らしてください。
振り子を追うようなイメージです…いいですね。
用意は良いですか？いきますよ。
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（10秒の空白）
意識はありますか？

あら、おめでとうございます…

お酒が入っているのに良く耐えましたね…

でも急に起き上がるのは不健康なので

もうしばらく私の言葉を聞いていて下さい。

あなたは今、心の奥底にいます。
何もかも忘れて、
ただ私の声を聞いているだけです。
呼吸をしているとさっき飲んだ梅酒の香りがしてきます。
程良い甘酸っぱさ。
半分口を開けて呼吸をしていると、
私があなたの唇に静かにキスをする。チュ♡

甘い口づけは美味しい。柔らかい唇が重ね合わさる気持ちよさ。
ほら、その快感に酔いしれて
あなたの目はトロっとしている。

これからあなたを私の虜にしてあげます。
もう他の女の子を好きになれない。
そういう気持ちにさせてあげます。

[4 – バニーの虜.wav]
あなたはウサギが大好き。
うさぎ、あるいはそれに近いものを見ると興奮してしまいます。
ほら、長い耳を触りたくなる。

あなたはバニーガールを特に好んでいます。
バニーの可愛さと女の子のエロさの両方をかね揃えているから。
だからこそあなたの性欲と癒しへの欲求が融合する。

あなたはゆっくり目を開ける。
そこには可愛いコスチュームを着たバニーガールが笑顔で微笑んでいます。
あなたの大好きなバニーガールすぐ近くにいますよ。

うふふ♡どうですか、
エロティックでかわいいウサギの衣装。
あなたの欲望を満たす為に存分に磨き上げられた体。
全てあなたのためのもの。
もう決まったこと。
今夜あなたは私と一緒…
ずっと一緒です。

あなたは私から離れられない。
全ての欲望が私に集中する。

あなたは私の素足に手を寄せる。
毛が一本も無い滑らかな生足。
太ももからお尻までのラインはずっと素肌で、
途中で止まることなく撫でることができる。

モチモチした柔らかいお尻。
あなたはやみつきになる。
触れた手は吸い付くように這い回る。
そして私のあそこを衣装の上からなぞっていく。
かすかに濡れている。
つまりはパンツを履いていないという事実。
あなたはさらに興奮する。

ほら、あなたの口元からよだれが垂れていますよ。
まるで餌を眺める獣のように…

あなたはそっと私の腕を握る。柔らかくてキメ細かな肌、温かくて優しい笑顔。
腕をたどっていくと長い髪の毛に触れる。
金色で少しカーブの入ったしなやかさ。
あなたがなぞる先には、大きくて柔らかくて触り心地の良いおっぱいが目に留まる。
今すぐ触って。
コスチュームの胸元をあなたの手でめくって♡
私のおっぱいがあなたの前で挨拶をしちゃいます。
あなたはたぷんと揺れたその膨らみを下の方からゆっくりと持ち上げて、
乳首の少し下を指でなぞって、さらにその周辺をくすぐって私をいじめていきます。
良いんですよ…あなたの好きにしても…
[5 – 我慢の限界.wav]
うふふ♡あらあら…バニーガールをそんなに食べたいんですか？
エッチなお客様♡

そんなに顔を私の胸の中に沈ませちゃって…

スキだらけですよ…

あなたは私のやわらかいおっぱいの中で気持ちいい…

ほら私のおっぱいおいしいですよね？
マシュマロみたいに柔らかくて、
あなたは無邪気にしゃぶりついてる。
ずっとこうしていたいですか？
この調子だと長時間やってても全然飽きないんでしょうね。
やん、私も気持ちよくなってきました。
あなたに乳首を舐められて体中が熱くなってきてる。
はぁ…はぁ…
息が荒くなってきた。

だめだめ…
何とかあなたを私のものにしないとダメなんです。
早く私のペースに戻さないと…
ほら、あなたはバニーガールのお尻が気になってくる。
おっぱいに顔を埋めたままお尻をもみもみしてきましたね。
あなたは耐えられない。
私の魅力に魅了されて他の女の子では満足できなくなってしまう。
ずっと私の側にいたくなってしまう。
ずっと私のおっぱいと体を堪能したい、そう思ってしまう。

あなたの股間はどんどん膨れあがって、
私のおまんこの元に擦り寄ってくる。
あなたのオチンチンこんなに大きいんですね。
もう少し待ってて下さいね。
良いことする前にキスしましょう。

あなたの唇と私の唇が触れる。
舌と舌が絡み合って
溢れてくるよだれをお互いが飲み込んでいく。
気持ちいいでしょう？私の雌の匂いとあなたのお酢の匂いが交差して
愛の空気がどんどん濃くなっていく。
ほら、もっと私の顔を触ってください。
手だけで形を把握して、
今自分の欲望を満たしている対象が
どれだけ貴重なものかに気づいてください。
あなたのためにこのVIPルームまで手配したバニーガールに
もっと感謝の言葉を与えて下さい。

（5秒の空白）


ありがとうございます。
今誉められて少し感じちゃったかもしれないです。
もっと私の身体をエンジョイしちゃってもいいですよ♡
あなたは私の胸に再び顔を埋める。
私はあなたの頭の後ろに体を回して
あなたの顔を胸に寄せる。
本当におっぱいが好きなんですね。

でももうあなたのここ…
大きくなりすぎて大変なことになっていますよ。
少しおさめてあげないと…
私の口で包み込んで差し上げますね。
[6 – 上目遣い.wav]
よいしょっと…
あらあら、あなたのここ…いやらしく卑猥に輝いてますよ…
おちんちんは勃起しすぎてますね…私の手で包み込もうとしても…
あはは♡、おちんちんはみ出ちゃいましたよ♡
緊張しなくていいんです。
焦らずに、こみ上げてくる欲望に身を任せてください。
私の口で気持ちよくしてあげますから…
私はあなたのものに近づいておちんちんの先端を舐めていく。
円を描くようにぐるぐると舐める…ほら、おちんちんが喜んでますよ…

さっき梅酒を飲んだからでしょうか…私の唾液で味が甘酸っぱくなっています…
亀頭がさっきよりも大きくなってます…
刺激に耐えられないあなたのおちんちんを更にいじめる…

あなたの脈がドクンドクンと私の手に伝わってくる。
性欲と緊張が合わさってあなたのものは刺激に弱くなっている。

どんどん敏感になって、更なる刺激を求めてしまう。
私はあなたのおちんちんを頬張って口の中に押しこむ…

喉ごしに届いたあなたの先端が、私の呼吸を妨げて苦しめる。
息する私にあなたは笑みを浮かべる。
私の頭を両手で抑えながら、ぐちゅぐちゅと音を立てて
口の中の至る所であなたのおちんちんを擦っていく
溜まった我慢汁が先端から溢れ出てきて、それを私は唾液と混ぜてゆすぐ。
私の舌はあなたのおちんちんを根本から辿って
そしてスパイラル状に舐め回していく
巻きついた舌がまるでカメレオンのようになって
おちんちんを捉えて離さない

ぺろぺろとアナタの股間を舐める私を、あなたは上から見下ろす
それに逆らうかの如く私は上目遣いであなたを責める
精液を吸い尽くす堕天使のように私はおちんちんを頬張る。
トロンとした目つきであなたを誘惑していく。
喉の奥まで届いたその肉棒をきつく引き締めて
まるで私の口がおまんこのようになったみたい
私は少し苦しそう
あなたの大きなおちんちんを頬張って
口では呼吸ができないから
荒い鼻息に梅酒の香りを乗せてアナタの嗅覚にエロスを届ける
一旦咥えたおちんちんを口から取り出して
今度は私の手であなたの欲望を満たそうとする
手でおちんちんを包み込んでいく。
よだれは充分に滑らかな摩擦を実現し、
あなたのおちんちんは刺激されやすい状態になっている。

ほら、またびくんとしましたね
あなたは私の手の中でおちんちんをいじられています。
この上ない快感…それに耐え切れるのでしょうか
もうおちんちんが熱すぎて火傷しそうです
その情熱をこの私のおまんこの中に届けて下さい、ほら♡

あなたは私の中に精液をたくさん射精したい…そうでしょう？
男性が精液を女性の中に出すことは使命なのですから…
いいんですよ、私の中で沢山出しても…
好きなだけ絶頂を迎えてください。
私の体にはまだバニーガールコスチュームがはだけた状態で残っていますが
あなたはそれを脱がさない…
中で射精した後にあなたはきっと私のバニーガールのコスチュームに残った精液をぶちまけたい。
そういう風に考えているはずですから。
なんていやらしい発想
いいですよ、ゆっくり確実に私の中に入ってきてください。
ビクビクしたおちんちんを私の下のお口にはめ込んで下さい。
我慢しなくていいんです。
気持ちいいことを追求して、ひたすら私のことだけ考えればいい。

[7 – 本番.wav]

あなたは私の両足を広げおちんちんをクリトリスの上に乗せる
その状態で前屈みになって私の口元にキスをする
笑顔であなたは腰を少し後ろにずらして勢い良く私の中に入ってくる
（ここからは息を荒くしながら読みあげて下さい。）


私のエッチなお汁が勢い良く周囲に飛び散る。
野生の猛獣のように荒い吐息を私に吹きかけながら、
動いていいかとちょっと文明人らしく一言断った上で腰振りを開始する。
ピストンと同時にあなたは私の胸に再度顔を埋めて
私の心臓が大きな音を出していることを確認する。
乳首を舐めて、私に苦しい表情をさせる
私の愛液の中でもっと溺れようと、あなたは己の欲望を押し込んでいく。

私のおまんこにあなたのおちんちんが入りきってしまいましたね。
あなたの硬くて暖かいおちんちんが私の中で爆発しそうです。
ほら、動いていいですよ。
もっと私を刺激してください。

どんどん奥に当たって
あなたのおちんちんも時々硬さを増していく。
私の中に入ってくる度にいやらしい音を立てて
私とあなたはお互いに欲望を貪っていく。
挿入がエスカレートしていく度に私のおまんこがときめく。
あなたはピストンのパターンを少し変えて
8の字にジグザグして私の中に出たり入ったりしていく…
喘ぐ私を観てあなたはもっと深くに擦り寄る。
私たちの局部はつながったまま喜びを共有している。
汗だらけになってお互いを抱きしめ、あなたは腰を振り続ける。
胸から下半身にあなたの指はなぞっていく。
一声かけて私にソファーに這うように命じると突き出されたおまんこにあなたは
ずっぽりと肉棒を差し込む。

私の背中は反り返ってあなたの動きを受け入れる。

お互い黙って快楽に溺れるしかない。

二人とも快感に耐えながら我慢している。

絶頂を迎えたいその欲求を抑えて、

できるだけ長くこの時間を延長できるように神経を集中させている。

あなたは私のエッチな身体を目で辿りながら、後から私の胸のおっぱいを鷲掴みにする。

ピストンは続いて私の髪の毛がひらひらと宙を舞う。

気持ちいい。あなたと一つになって気持ちいい。

あなたは両手を自分の腰に添えて偉そうな姿勢でピストン続ける。

まるで私を制服したかのように。

私は立ち上がってあなたから少し離れる。
そしてソファーに座ってあなたを受け入れる姿勢をとる。
あなたは情熱的なキスで迫ってきて
おちんちんをおまんこの中に押し込んでくる。
私のおまんこから愛液が垂れ続けて、ソファーもびしょびしょになった。
ザーメンを早く発射したい。
そんな気持ちでいっぱいになっているあなたを
私はあざ笑うかのように見ている。
もう私から離れられない。
そう確信したらアナタをたっぷり快楽の虜にしてあげたくなる。
私はあなたの情けない顔をただ見つめる。
あなたはおまんこにおちんちんが入ったままソファーに横たわる。
私はあなたの上に乗ると同時に愛液があなたのおへそから乳首へ流れていくのを確認する。
どう腰を動かすかを考えていると
あなたは我慢できずに腰を降り始めた。
それに合わせて前後左右にそして円を描くようにピストンのパターンを変えていく。
大きなおちんちんが苦しそう。
コンドームも何もない生の感触にあなたは翻弄される。
喘ぎ声がVIPルーム内に反響し続ける。

私の腰の動きがドンドン加速していく。
どうしたんです？
なんでそんなに辛い顔しているんですか？
気持ちいいんでしょう？
だったらもっと笑顔の喜びを顔に表して下さい。
そうしないとまるで私があなたを犯してるみたいじゃないですか。
うふふ♡私のヨダレを垂らしてあなたの乳首をマッサージしてあげます。
私は腰を振り続けながら同時にあなたの乳首を潤していく。
あなたは私から離れられない。
くねくねとうねる私の腰があなたのおちんちんをいろんな角度から刺激する。
クリトリス側におちんちんが寄るようにすると私もドンドン気持ち良くなっていく。
絶頂が近づいてくる。
あなたも私も必死に堪える。

私はあなたに覆い被さる。
おっぱいの膨らみがあなたに触れて気持ちいい。
私は動きすぎて少し疲れてしまった。
快楽を中断させないために今度はあなたが私を突き上げる。
獣のように必死におちんちんをおまんこに挿入していく。
私のお尻に手を添えて何度も何度もじゅぷじゅぷと音を立てながら
私の愛液を飛び散らせる。
あなたの上に覆い被さって私はしばらく楽にしていた。
あなたは私にそろそろ限界だとつぶやく。
一番良い姿勢で出したい、そう私に言うと正常位に変えてラストスパート迎えようとする。
大きな肉棒は精子を出したくてたまらない。
なめらかに滑り込んでくるその衝動に私は必死に耐える。
我慢できないおちんちんが出たり入ったり甘い蜜はたっぷりと局部を潤す。
あなたはおちんちんをおまんこに入れるのが大好き。
私もおまんこをじゅくじゅくされるのが気持ちいい。
中出ししたい…
バニーガールをザーメンだらけにしたい。
奥の奥で射精して白い液体をぶちまけたい。
もう一度確認してください
私の柔らかなオッパイ
物欲しそうに光る唇
愛液で洪水状態になっているおまんこ
むちっとした太もも
少しも荒れていない素足
肌触りのいいなめらかな肌
とろんとして今にも気を失いそうな目
しなやかな金髪
こんな女の子にあなたはいま射精をしようとしているんですよ
もっと欲情してください

濃厚で温かい白い精液が
あなたのおちんちんの根本から発射されようとしている
ほら、柔らかいおまんこの中で好きなだけおちんちんを爆発させてください。
あなたは10カウントするとイってしまう。
私の中で子種を出し尽くしてしまう。
イくと同時にわたしも快楽の都には羽ばたいきます♡

あなたはもうすぐ私のまんこの中に射精してしまいます。
気持ちよく一緒に楽園にいきましょう。
数えます！

10！
9！
8！
7！
6！
5！
4！
3！
2！
1！
0！
はっあっ…あぁんん！
はぁ…はぁ…
熱くて新鮮で濃厚な精液が私のおまんこの中で満ち溢れてきている…
どくどく注入されておまんこからザーメンがたっぷり出てますよ。
ほら、まだ精液が出るうちに私のコスチュームにもかけてください。
バニーガールのコスチュームを全部あなたまみれにしてください。
あ、おまんこからいっぱい溢れてきました。
あぁ…きっと妊娠しちゃいます。
コスチュームも…あなたのおかげでザーメンだらけ…

うふふ♡私、あなたのおちんちん大好きですよ。
もっと味わっていたいけど今日はここまでですね…
これ私の名刺です。
次来た時も絶対に私と一緒にお酒飲んで下さいね。
他の女の子ではもう絶対満足するできない
そういう身体にしちゃいましたから
拒否しても無駄ですよ♡
待ってますからね♡
[8 - 解除.wav]
今からあなたに掛かっている催眠を解除します…
10 体の疲労が取り除かれていく
9 意識が段々鮮明になってくる
8 呼吸が段々緩やかになっていく。

7 あなたのおちんちんは冷静になる…
6 心臓の鼓動が安定したリズムを刻むのが確認できる
5 呼吸をする度に肺の中に酸素がたっぷり入ってくる
ここで手足を伸ばして体が自由に言うことを聞くことを確認してください。
4 目の前がはっきりしてくる
3 頭が冴えてくる
2 上半身を起き上げて、身体をストレッチしてください。
1 最後に立ち上がってださい…
あなたはもう完全に正常な状態に戻りました。
お疲れ様です、また一緒に楽しい時間を過ごしましょう♡
